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r 〈わ の め い が 」は 幼PtM6 ・atす ・ の で あ ・ が 、
・ 磁 錫 動 齣 て 多 種軅 で 孫

as．
． 5Cは他 の 鮴 唹 甌 天 牛 の 穿 け 罎 孔 ， 抛 問隙 ・ 樹皮 の 蜘 ・ 撒 の 中 ・ 土ち眇

鳳 桑樹 を 結 束 し た 縄 の 臥 家 屋 の 壁 等 、 概 し て 拠 澗 隙 を 求 め て こ の 中一蟄 伏す る 様 で

あ る 。 皀卩ち
、

・ の 行 動 は 「ru觸倒 に 依 る もの と 考 え られ ・櫻 井購 の 降 下 嫗 玉誘致 1言嫐

結 果 醐 麟 下 后 の 行 W］が 、 走觸性 に 依 つ て ・・ 糠 を麟 し て ・ ・ る
・ 雌 軅 多様 な 磁

錫 卿 齦 が 大 い に 羯 も の で あ 碍 Fよ推 雛 泌 の で あ る が 課 し て ど 揮 匿ど の 撫

異 な る か 頗 味 あ る 問題で あ る と共 に 瓦 發生 豫察 と 關漣 し て 髏 な る 問題 で あ る ・ 私に

越 冬生 理 の 問 題 と共r． ．
こ の 研究 に 從 つ て 居る の で 沖 隲 告 と し て 御話 申 し 上 ”

’

側 鯛

を 賜 り度 い
。

飾 黼 厭 の 捌 で 嫡 ． 飼 醗 繰 圃 に 置 臥 ・・9 中 へ 桑 の 蒲 臻 の 謙 勲 ま巍

玖 れ 降 下幼 蟲 轍 狛 由 に 越 冬脈 ・ 藩 画酢 らせ る ．
・ の 越 冬脈 鵜 鞭 挿入 醸 し

灘 捌 つ た 。 酬 は 日の 出鰍 午后 1時 の 2 臥 12 月 Ptt・） V3A 未 まで 髄 に 1

− 3 日行 つ た 。

　 家 に 贊驗 結 果を示 す と　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　
『

髞 内趣 所 は 、日の 出前 及 午后 1 時共 に eFin’ （地上 5 ・m の 醸 ） よ v・t） ず か に 萵 く

ap均 O．3 ・
、 高 く、 土塊 内越 蜥 は 日の 漏 冒麟 温 よ P 甚 し く高 怦 均 3 °

・高 く午 后 塒 ・
’
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・ 低 く午 后 ・麟 温 よ 嚆 く 2陶
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。 eSV丶 今 、 各巒 脈 於 け る 日の 田前 の 最低 、 午 后 1 時 の 最融 輌 温 灘 表 示 す る

と 次 の 通 りで あ る o
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内越劉 折
’
は 日較 譱最小 で あ る 。

・

次 に 夕隴 と 越 冬働 雛 とあ差 の ブ リケ ン シ ー か ブ を と つ て み る へ 上 言巳の 嬲 は よ

り
一・層明 と な る

。
さ て 以 上 の 實鹸結果か ら、日 の 出 前 の 土塊 内越 冬所は 極 め て よ く 温度 的

に 保護 さ れ て い る が樹 皮 内越劉 沂は 不 良鍛 で あ U 、落 葉 内越 冬所 は 悪 く
’ra・V：。

　
’一方 「くわ の め い が 」 の 耐塞 性 は 比 較 的弱 く s 私 の 質1瞼 か ら 一ユ0° c

、
1蒔間 で 約 50 ％

ガ 朋 化 す る の み で
、 温 匿條件 の み か ら考 え る と 樹 皮 内越 冬所 は ほ と ん ど越冬不 可 と な り藩

葉 内越 冬所 の も の も危瞼 な 區 域 に あ る 。 土 塊 内越 冬所 は 樮 め て 安至 で あ る
。 但 し こ れ らは

單 に 温 匳 的 に 見 た の で あ つ て 越 冬 の 可 能性 は 他 の 多 くの fa；tor に 支 配 され る 事 は 勿 論 　
“

で も土 塊 内越 冬所 が 櫨械的 障害 の た め 越 冬不 可能 と な る の は こ の 例 で あ る 。 日較 差 に 就 い

て 考 え る も同搬 に し て 結局越 冬 が 比 較的 rリ能 な の は 落葉 内越 冬所 の み で あ る 。

［京 都 繊荊髭暮 門學絞 ］

駒 ケ嶽 （木曾 曲賑 ）産ス ズ メバ チ科 、 醤…に ホ

肯
・
ナカス ズ メバ 夢増 ギ オ

’
ビス ズ メバ 畢 ・ 手 ヤ

　　　 イ 9　7・ ズ メバ i鈩の 習犀i鞫 こつ し、て

　　　　 　　　　　　 　　　　　 臨 　 松 　 姫 　 文

　　　　　　　Yoshiぞum ｛ Takamatsu 　： On 　the　Vespidae，　especially
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r

　　　　　　　 VesPct　dybezvsleir　 Andre ，　Dolicbx，espula 　fnedia （De

　　　　　　　 Geer ）and 　PolicovesPttla　llOl
・
zre，safc 、T　 Saxonia （Fab・

　　　　　　　 rlciu の in　Mt ．・Komagatake （Kiso・Mountain」Range）．

　駒 ケ 嶽は 伊 那 谷 と 木 曾谷 と を 隔 て る 木 曾山脈 の 主 峰 （2956米 ）で あ る
。 筆 者 は 昭 和 21 。

22 及 び 23 年 の 3 力 年 悶 、こ の 駒 ケ嶽 の Vesp
’
idae を 調 査 し た の で 今そ の 結果 を報告 す

る 。 尤 も筆者 の 調 査 し た の は 主 と し て 駒 ケ 嶽 の 伊 那 谷 に 面 す る 區 域 で あ る G そ の 結 果 は 象

の 5
，驪 ユ5種 で あ る 。
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ス ズ メ バ チ

キ イ ロ ス ズ メ バ チ
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